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わ

た

く

し

は

、

た

だ

い

た

だ
く
こ
と
に
な
れ
ソ
ま
し
た
。
今
、
わ
た
く
し
は
金
融
肱
に
お
い
て
設
も
感
激

に
満
ち
た
と
き
で
あ
れ

J

、
務
お
か
ら
の
わ
た
く
し
の
生
活
に
大
き
な
希
望

を
感
じ
て
い
る
と
き
で
も
あ
ち
ま
す
。
そ
し
て
も
み
な
さ
ん
の
勢
い
一
禁

一
抱
一
訴
が
、
わ
た
く
し
を
こ
こ
に
す
わ
ら
せ
て
い
る
の
だ
と
懸
う
と
、
鼎
民
輪
銅

め
暢
県
大
き
を
袖
開
く
緩
'
じ
て
ま
い
号
室
す
幡

阜
、
れ
も
ひ
と
え
に
、
品
市
誌
の
み
な
さ
ん
や
各
緩
額
修
等
の
ご
交
媛
、
ぷ

怒
鮮
の
た
ま
も
の
と
、
心
か
ら
感
謝
す
る
し
だ
い
で
喝
と
め
機
会
を
お
傍

き
て
、
わ
た
く
し
は
、
選
挙
期
間
中
に
一
一
一
本
の
桧
を
建
て
、
み
な
さ
ん

粍
壱
お
約
束
を
し
ま
し
た
。
ま
ず
第
一
に
市
設
は
「
市
長
サ
イ
ド
に
た
っ
た

が
ラ
九
ば
習
の
清
潔
な
山
市
政
」
で
な
け
れ
ば
な
号
ま
せ
ん
@
第
一
一
に
、
銭

緩
済
成
長
持
品
刊
に
入

Zeh、
平
塚
市
財
政
も
品
抗
し
て
楽
で
捻
あ
哲
ま
せ
ん
e

し
た
が
い
ま
し
て
、
仕
事
に
む
だ
が
あ
っ
て
は
な
静
堂
せ
ん
@
ひ
と
つ
ひ

と
つ
を
緩
み
愛
ね
て
、
中
市
の
歴
史
と
な
る
よ
う
に
ァ
つ
ま
哲
「
線
密
な
計

越
の
う
え
に
た
ア
宍
誤
ち
の
な
い
帝
政
の
回
開
問
問
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
一

い
と
忍
い
ま
す
。
第
三
に
、
執
行
機
、
審
議
機
帝
大
切
に
し
、
と
れ
を
緩

カ
で
汚
し
て
は
な
ち
ま
せ
ん
@
門
J
N
l
ル
に
の
っ
と
っ
た
市
政
の
展
開
聞
」

で
あ
ち
ま
す
@

と
の
よ
う
に
、
整
か
な
間
関
る
い
、
む
の
ふ
れ
あ
う
指
数
に
す
る
た
め
に
は
、

ず
み
ず
み
ま
で
が
公
平
公
庄
で
、
問
料
の
品
ん
を
求
め
る
ζ
と
が
で
き
る
よ
う

絞
ず
る
ζ

と
で
あ
ち
ま
す
静
ま
た
、
殺
気
の
み
な
さ
ん
す
べ
て
が
、
日
付
叫
棋

の
開
思
議
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ち
ま
せ
ん
@
そ
し
て
、

常
に
関
陣
ム
尽
に
競
争
、
日
比
も
と
も
包
見
つ
め
、
伝
統
あ
る
平
塚
市
が
一
歩
一
多

数
滋
す
る
よ
う
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
絡
に
考
、
氏
、
ど
青
山
見
を
う
か
が

い
、
ま
た
、
学
ん
で
い
き
た
い
と
怒
っ
て
い
ま
す
。

平

塚

務

は

、

っ

た

人
口
二
十
万
七
千
人
め
抑
制
拐
で
す
命
と
の
よ
う
な
務
を
、
水
と
総
と
太
臨
閉

め
街
、
自
然
と
務
副
相
し
た
活
力
あ
る
衡
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
@
ま
た
、
よ
そ
か
ら
訪
ね
て
き
た
人
た
ち
に
、
平
塚
中
期
を
忘
れ
え
ぬ
衝

と
し
て
、
印
象
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
街
に
し
た
い
と
怒
い
ま
す
@

わ
た
く
し
は
、
市
の
磯
田
貝
に
も
登
庁
式
の
と
き
に
約
束
し
ま
し
た
。
切

る
い
愛
か
な
各
づ
く
り
脅
す
る
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を
、
そ
し
て
、
わ

た
く
し
自
身
も
過
去
の
こ
と
は
忘
れ
き
号
、
初
心
に
か
え
っ
て
、
新
し
い

気
持
で
指
数
に
数
打
ノ
組
ん
で
い
く
こ
と
を
判
官
い
ま
し
た
。

中
的
認
の
み
な
事
ん
、
郷
土
一
千
嫁
市
繁
栄
の
た
め
に
精
励
努
力
い
た
す
党

組
問
で
ど
、
ざ
い
ま
す
e

み
な
宰
ん
も
、
ぜ
ひ
ご
潔
解
と
ど
協
力
点
官
た
ま
わ
。

宮
す
よ
う
お
綴
い
山
中
し
ょ
げ
、
わ
た
く
し
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
a

率
塚
市
開
設
石
刻
印
紙
一
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軍事置司司....  

第
九
回
統
一
地
方
選
挙
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
、
前
回
目
が
も
っ
と
も
み
じ
か
な
選
挙
と
し
て
注
目
し
た
市
長
a

間
四
月
二
十
二
段
投
票
、
翌
二
十
一
一
一
自
開
票
と
綴
錦
に
す
す
み
、
市
長
選
は
二
十
三
日
正
午
に
激
戦
の
結
果
当
礁
が
判
明
、
現
織

の
加
藤
繍
台
候
補
を
破
り
、
新
人
の
石
川
京
一
候
補
が
五
万
四
千
棄
を
獲
得
し
て
初
出
陣
を
飾
っ
た
。
午
後
に
は
い
っ
て
市
議
凶

十
人
も
あ
い
つ
い
で
確
定
、
今
後
四
年
間
の
市
政
の
に
な
い
て
が
決
ま
っ
た
。
中
市
議
選
で
は
、
十
一
人
の
新
人
が
進
出
、
投
票

率
で
も
訪
問
問
の
七
六
e

一
立
制
引
を
上
間
出
る
七
七
@
関
野
を
示
し
た
。
当
選
者
は
、
四
月
二
十
五
由
日
新
鮮
な
足
ど
り
で
初
登
庁
を
す

ま
せ
、
議
場
で
鈴
木
選
管
委
員
長
か
ら
当
選
一
訳
書
の
付
与
を
受
け
、
場
1
2
4

口
白
一
パ
ツ
ジ
合
陶
に
し
た
。
祈
石
川
市
長
は
、
五
月
一
日

午
前
八
位
吋
潤
十
分
、
約
一
千
人
的
市
民
と
市
聴
明
白
(
が
交
関
前
に
出
迎
え
る
な
か
を
紛
れ
れ
ん
げ
し
、
市
民
に
検
拶
を
し
て
市
長
官
に

〈小数点以下第2位畳間捨蕊入〉
主主

投票者数合怜

106，935人 (J1，4舟〉

2，746人 (79.94場〉
1，4部人 (no暗〉

2，393人(77.3骨〉

2，072人仁67.1Q診3
2，5自民へ (73.8~長〉

2，147人 (74.9骨3
j，802人 (74.6骨〉

2，286ハ、 (83.5舟〉

2，6∞人 (81.舟〉

2.822人 (72.1骨〉

人 (62.4舟〉

2，642人(78.9舟〉

1，765人 (76.0骨3
2，542人 (77.5%)
3，149人(77.2舟〉

3，030人(77.6舟〉

2，370人 (75.8%)
2，185人 (76.2%)
3，515人 (78.5舟〉

2，651人 (75.0舟〉

2，915人 (76.8骨〉

3，840.人 (80.5舟〉

2，240人 (75.0婦3
2，650人 (74.3舟〉

3，878人(76.2骨〉

2，618人 (69.2骨〉

1，919人 (85.3舟〉

3，850.人 (81.9骨〉

2，622人仁82，29の
2，411人 (87.6舟〉

3，719人 (82.3骨〉

3，470人 (75.8婦〉

3，362人(78.4符コ

1， 768λ、(65.5%)
2，901人 (79.4骨〉

1，155人 (84.0骨〉

1，693人 (84.6舟〉

2，259人 (82.6舟コ
2，084人 (81.8舟〉

1. 916人 ζ70.2%)
3，472人 (81.2舟〉

1，982人く81.3婦〉

投票者数〈女〉

53，望号哲人て79宮帯〉

1， 452人 (81.2骨〉

791人 ζ80.0舟〉

1，218人 (81.6骨〉

1.082人 仁69.2舟〉

1，348人仁76.骨骨〉

1，132人(77.1帯J
968入 (77.8骨〉

165人 (85.9舟〉

1，361人 (84.2舟〉

1. 429.人 (74.71岩コ
757人亡63.9骨〉

1.385人 仁81.2婦〉

950人く78.1>1.手〉

1，356.人 (80.7骨コ
1，669人亡80.5舟〉

1， 566人仁79.9舟〉

1，232人仁77キ 6骨コ
1，061人 仁80.4舟〉

1.792人 仁82.9骨〉
1，368人 (78.4婦〉

1，480人(79.8舟〉

1，576人 (82.3舟〉

1，058人 (78.5舟〉

1. 179人 (78.7舟〉

1， 842人 (79.8骨〉

1， 30り、 (73.5骨〉

967人 (88.7少の
2，025.人仁84.6舟〉

1，323人 仁82.8骨〉

1，184人 (85.3骨〉

1. 890人 く84.2骨コ
1，763人仁77.1骨〉

1，763人 (80.8婦〉

912人 (67.7骨〉

1，459人 (80.8舟〉

585人 (85.4帯〉

832/¥ (84.8骨〉

1，出8人 (81.0骨〉

1，049人 (83.9舟〉

934人 ζ78.1婦〉

1，721人 (80.1骨〉

991人 (84.1舟コ

ー

52，945人C75.1骨〉

1，294人仁78.6掃〉

705人 (73.8舟〉

1. 175人 (73.4舟〉

9間人 (65.0喝〉

1， 202人く71.4舟〉

1，015人 (72.7舟〉

83.人(71.1骨〉

!， 121人仁81.2婦〉

1， 239.人 (77.9舟〉

1， 393人仁69.5舟〉
開1人仁60.7舟〉

1，257人 (76.5舟〉

815人 (73.1骨〉

1，186人 (74.0ずの
L拙 D人 (73.9舟〉
1，464人(75.3%コ
1， 138人 (73.9舟〉

1，124人 (72.6骨〉

1，723人 ι74.4舟〉

1，283人(71.6舟〉

1，435人(74.0骨〉

2，264.人 e'i9.3骨〉

182.人仁72芯 l帯〉

1. 471人 (71.1%)
2，036人 く73.1舟〉

311人 (65.4骨〉

952人 (82.0Q診〉

1，-825人亡79.2骨〉

299人 (81.6舟〉

人 (89.0骨〉

1， 829へ(80.5舟〉

1， 7ff7人 (74.6舟〉

1， 599人 (75.9骨〉

856人 (63.3妬〉

442人 (7且1舟〉

570人 (82.6舟コ
861人 (84.4舟〉

191人 (84.0掃〉

1， u35人亡79.8帯〉

982人 (64.C舟〉

入、 ζ82.3舟〉

991人仁78.8舟〉

合 計 138，143人
1花水台母干寮 3，435.人
2平器工業潟校 1，9制人

3なでしこIJ学校 3，094人
4花恥」、学校 3，朗6人
5~1吃水公民館 3φ456人
5県立綾業会館 2，865人
7須賀公民館 2，417人
8須賀保背麹 2，737人
9搭/J侍 枝 3，2む6人
10松原公託金宮 3，915人
11平塚市役所 2，322人
12索着公彦議官 3，350人
13党的台体育館 2，322人
14血液セン丘一 3，282人
15協ffiJ保育園 4，日77人
16春日野中学校 3，906人

平壕高等青護学際 3，126.人
1包帯原公伝説宮 2，868人
19ひばり幼税騒 4，476人
20中居初、学校 3，636人
21大野由学校 3，794人
22大野公民議官 4，771人
23八幡公民館 2，987人
24八曙小学校 3，567人
25大聖子小学校 5，092人
26神田公民館 3，78ょへ
27大神集会場 2，251人
28県営横内問地襲全焼 4，699へ
29政島公民館 3，189人
30豊田公民館 2，751人
31金自公民館 4，517人
幻想公民館 4，576人
33山域中学校 4，291人
34勝原小学校 2，7叩 人

35也 J、学校 3菅 652人
36吉沢佐民館 1，375人
37土置公豆沼喜 2，∞l人
38金目;J¥<今時空 2，736人
39金自公E主館 2，悦8人
組私立金呂保青島覇 2，731人

4，276人
2，437人

投票所イ

う
て
お
ら
れ
、
習
い
人
へ
は
「
人
生
は

勢
力
す
れ
ば
報
わ
れ
る
」
と
教
訓
し
、

と
て
も
人
情
課
い
。

新
し
〈
市
長
(
と
和
也
rbれ
だ
ぢ
川
京
一
十
草
の
合
政
由
ス
ー
パ
ー
マ

y
で
も
町
趣
味
は
、
二
百
ば
ち
あ
る
ゑ
栽
い
住

民
は
有
平
塚
市
に
合
併
さ
れ
た
沼
金
田
品
。
。
ζ

白
関
、
農
業
振
翼
や
東
市
り
で
、
す

3
L四
十
年
閣
の
キ
ャ
D
ア

対
で
、
豊
援
に
生
ま
れ
た
+
古
瑠
つ
子
。
場
、
意
向
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
多
く
を
持
っ
た
大
ベ
テ
ラ
y
、
そ
れ
に
海

悶
制
厚
木
中
学
校
を
車
業
控
間
も
な
く
由
業
摘
を
残
し
て
い
る
。
的
り
。

平
塚
海
軍
火
藁
(
し
よ
う
〉
に
勤
務
。
以
後
、
加
藤
一
太
郎
市
長
、
加
藤
軍
腕
は
、
一
ニ
万
に
三
女
の
議
長
さ
ん

昭
和
二
十
五
年
に
民
閉
会
社
世
長
め
問
問
主
口
市
長
の
助
役
を
一
一
期
一
務
め
、
今
凶
が
嫌
い
だ
の
で
二
一
女
の
裏
一
弓
さ
ん
と

で
、
地
元
の
金
田
村
助
役
に
就
任
。
半
の
出
罵
と
な
っ
た
。
審
ト
キ
さ
ん
の
一
一
一
人
事
ら
し
。
お
そ
れ

塚
市
に
合
同
世
皆
、
市
の
農
#
院
議
長
、
経
軒
き
な
ζ
と
ほ
一
は
「
真
実
一
時
」
で
に
帯
犬
の
」
且
震
に
な
る
歌
田
犬
が
い

世
部
長
、
企
画
室
長
ぞ
展
任
、
通
霧
一
一
一
「
ね
ば
ゎ
一
強
い
む
が
私
の
身
上
」
と
諮
る
。

叫
制
捜
金
援
輔
副

前

勧

開

平

に

議
乱
立
卒

内

M
W
C
金
部
理
コ
市

下
h
M
J

購
侶
韓
民
樹
で

f
t
一
所
、
、
経
員
巾
旧
式

層

無

務

開

改

C
庁

四

動

、

地

枝

笠

』
氏
地
夜
長
土
学
の

日
以
替
諸
課
陣
中
日

日
付
叫
火
器
川
市
十
4
1

Z
4
1
軍

捜

川

時

月

草

縄

海

市

町

コ

5
長

国
仁
壇
世
期
、
市

寺
麗
平
、
ー
は
新

市
拍
師
、
長
役
翼
る

援
問
制
部
勧
写
す

早

役

2
額

嗣

提

示

品AJ
同
的
に
好
天
に
車
ま
れ
、
出
活

な
選
挙
と
い
う
の
に
1

市
長
、
市
議

選
挙
で
、
戦
後
扇
町
慢
の
投
票
率
と
い

わ
れ
た
、
第
九
印
刷
必
統
一
地
方
選
挙

も
、
京
市
は
、
七
七
・
四
一
日
加
と
、
日
間

留
に
私
v

勝
る
野
成
績
を
残
し
て
傘
J

し
た
e

選

挙

時

有

権

者

む

た

め

に

あ

る

ポ

ス

b
m
I
へ
む
抗
議

制
度
で
あ
る
e

こ
の
機
を
逃
し

τは
な

ど

り

圏

一

が

を

れ

で

あ

る

@

自

袷

停

符

肢

に

対

す

る

、

直

接

の

発

こ

の

よ

う

民

議

申

柔

畳一口権の一位佳品
T
長
う
こ
と
に
な
る
g

ぽ
何
か
と
批
判
は
巻
与
が
、

一
票
を
品
川
じ
る
こ
今
と
が
、
地
方
局
長
い
麗
史
を
時
間
て
到
達
し
た
司

治
市
首
て
、
僚
会
な
市
持
政
の
運
砕
い

F
思
に
伴
う
、
開
院
の
窮
迫
川
川
、
市
ー
な
制
官
ー
で
あ
一
。
、
他
に
、
こ
紅
に

に
ち
加
し
、
ひ
い
て
戸
市
、
白
分
の
慈
の
行
政
に
も
、
間
宅
優
先
的
に
な
す
替
わ
る
べ
き
も
の
が
な
い
以
上
、
み

志
uR
反
映
さ
せ
/
合
暗
示
り
チ
ャ
Y

ぺ
交
が
の
献
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
る
ん
な
で
こ
れ
を
よ
b
よ
ぞ
背
て
T
K

ス
と
い
う
、
自
覚
の
杏
り
わ
れ
だ
ほ
と
き
を
通
文
吾
ζ
と
に
怠
る
つ
e
b
キ
ペ
生
が
レ
て
い
〈
ζ
と
だ
必

な
か
っ
た
ろ
ろ
か
@
乙
白
た
び
ほ
、
選
巻
空
港
し
て
示
暫
な
の
支
は
な
い
だ
る
フ
今

選挙響穫祭祭会望号員長



間
同該

地

購
柏
戸

曜
日
断
部
蹴

陀
担
問
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百
周
同

抽

押

免

j

員

社
明
朗
社

民

2
A回

一一的
掛
ぷ

縄

冊

震

縦
揺
ヱ

所

期

業

幅
削

3
滋

塩沢三郎 議機感湾 奥山橋治
無所麗て新〉 公明党て新〉

四之宮94C番 地 会社 平場2∞5苦祭出党役員

社長 51議

府議敬一 務)11 襲警司
re相一党伐iJ)市会議員

7期 立野町1
著書7号企社員 55.粛

木村勝治
日本社会覚 C都市金議

員 2期比盤1167番地
会社員 副 議

鈴木金次
無所属(新〉

量豊田小嶺381番地農業

62歳

前震 発
d民間党仁美百))市会議員

2期四之宮1117.爵泊

芦「世員 38産量

る

議事会 良延
無所輯て宵宮)i育会議錆

2 革~ <西村貯蓄岳地

醒法草胡議

告

お

滋

一
日
強
副

前
U
U

役

C
唱
悼

党

4
日

産

朋

1

共

3

D

本

員

地

割
問
調
番

盟

関

脇

龍一
叫
出
掛
鋲
歳

ほ
w
f
南

邸

小
揖畑一詔一

小林義i岳
民社党(新コ

霊豊田打賠訴713番治

会社員 48歳

斎橋義主奪
回志社会見 E新〉

虹ケ摂1番22号
公社職員 'z1議

ill崎務 清思索!jZ
無所属 E前コ市会議員 民社党情。市会議員

3期大神1957番池 宮期中露17惑 26号
農業 63説 全社員 56歳

横山隆英
無所嵩(新〉

花水台29番 4写会社

役員 35踊

三上 :iE ~覇JIi覇基一 片倉常炎 E詰元 香
無iffr摺債の市会議員 宮本長時氾ピ陪if)市生

4期 預 誠 留 J l 番30母 畿員 2朋構内3824藩
邸悼投開 40.成 53歳 会社社長 46j畿 地団体役会1 38揖

問
問
げ
歳

議
回
目
ω

久

会

了

員

開

閉

市
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役

〉
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社

E
弘
前
中
金

E
C
H
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所
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ザ

議
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田
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イ
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所

期
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且
マ

再
品
〉
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線
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明
ト
欄

i

E
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弘
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叫
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号
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役

作

d
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内
問
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問
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出
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長
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期
社
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;i1313222ifdh 
奪事長湾車是室主憲亨~~豪語 E

if i!?iiii1235S3 
1附つ言明- 113ii詰11iZSき

〈とはし示る理つ11'¥制耀貌鰍犠鰭 ( ーた者は a

j，毎号る[ハー- -r完と σ〉マ伊 つ義務義務欝畿お争必妥るJ 護叉 d乎

雪量斡fit署長室欝盤整監iifi 
肝詰hロ謀議欝警警議事鈍重
点 主Eをぷ福竜4E犠凶暴襲三星議事

j民主i3558議題系勢?をii
り 強権与 Ei是正5選感 情強轡鯵稼絞子、 し補散-

zzzrg長22223EJ考会事字詰持重
量え方き可暗号長持そ作家主吋ぞ日間
防長官薯世話室伝季 い持立 ζE25噴き望書

312i iiii;鰐55許信長首会
1iji152i2iiqiiiiぜi担

て魚選伝説禁じ ま の た 、 市 じ 、しだ家かに

事長宣言355223語
義苦言 52二号差皇霊童ぷ
革、、選って会員、を回

百12fZ号室552塁
由れ二 tcスためる、築地

引き立民警告量
EE弓 室主量ギ苦主語

まZhzf2225ま喜重署員七2
2i i霊長5525許容E2353
急吉富 E量尺 igd嘉処号杓た奇襲警
ぞ竺竺ぞ宍選在宅玉有毒』君。言霊長

時喜25手長引持;告
す ι

輯
吋
沢
徹
害
ん
(
醐
明
夜
駒
内
}

に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

で
は
、
い
っ
た
い
載
虫
で
仰
が
審
議
さ

れ
決
問
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
払
た
ち

市
民
に
、
も
っ
と
公
開
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
~
か
。
択

に
、
市
長
に
つ
い
て
て
ず
が
、
新
市
長

私
は
市
政
を
、
市
長
、
行
政
部
、
議
さ
ん
ほ
、
前
自
己
U

致
焔
で
ず
っ
と
や
っ

会
お
よ
び
市
民
自
問
問
つ
む
部
門
と
し
て
て
乙
ら
れ
た
方
で
、
そ
の
一
一
行
政
手
続
に

考
え
ま
す
@
そ
し
文

C
Cで
は
、
そ
期
待
レ
た
い
と
怒
い
ま
す
。
一
民
窃
「
何

の
う
ち
の
市
長
と
識
告
に
践
し
て
四
四
っ
か
を
や
り
そ
う
だ
」
と
い
っ
骨
翁
持
脇

伊
奈
俊
炎
喜
ん
〈
爽
土
}
て
い
る
ζ
と
を
脅
い
て
み
た
い
と
鼠
い
は
比
較
的
薄
い
よ
う
に
も
患
い
ま
す
。

ま

ず

@

そ

の

窓

時

で

、

行

動

力

を

一

伴

っ

こ

さ

ι

新
有
権
者
と
な
り
一
ま
し
十
本
に
と
D

の
一
政
治
、
社
会
に
事
加
官
き
た
と
い
う
ま
ず
、
議
会
に
つ
い
て
=
で
す
が
、
応
新
開
を
重
み
ま
す
。
サ

ま
し
て
ぷ
」
回
は
ほ
ん
と
う
室
味
て
宅
躍
を
味
わ
う
こ
と
が
で
し
弘
通
し
た
。
凶
な
と
こ
Fq
中
頃
で
は
、
立
と
行
そ
の
一
つ
の
刀
売
と
し
て
、
ル
昨
夜

〈

r

副
長
ゐ
拙
宝
A
2
は
、
民
警
告
ら
内
速
に
比
べ
、
私
た
ち
と
を
誹
読
の
を
喜
み
ま
す
二
γ

管
法

相
円M
予

選
Aゐ
動
な
ど
を
地
じ
て
、
山
長
と
の
か
仏
眼
が
少
な
い
よ
う
に
泌
じ
ら
人
U
の
増
加
に
付
い
、
山
の
開
放
す
ふ

院
に
興
味
探
い
も
の
に
路
じ

ιれ
ま
し
れ
ま
す
。
同
議
会
読
掛
か
ど
ζ
に
品
る
服
組
で
は
、
そ
の
前
要
女
ま
か
な
い
全

た

。

の

か

知

ら

な

い

人

も

多

い

の

で

は

な

い

れ

な

い

状

態

に

あ

D
ま
す
。
薬
野
市
町

私
は
、
朝
単
く
授
業
所
広
行
宮
、
自
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
，
前
会
議
員
は
よ
5
な
総
合
グ
一

y
yド
の
澄
湧
を
品
開
っ

持
の
病
ぎ
一
国
申
を
と
、
あ
る
額
補
者
に
名
替
職
だ
か
余
と
い
っ
た
鼠
評
一
も
蒋
で
や
み
ま
せ
ん
ピ

読
し
た
わ
げ
で
あ
り
ま
す
が
、

ζ
の
時
め
に
は
、
無
限
の
可
簡
佐
世
秘
め
も

に
こ
そ
自
分
自
身
も
政
治
に
事
加
し
亡
力
に
答
ん
で
い
る
昔
年
層
が
め
さ
山

い
る
の
だ
と
考
え
♂
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
と
と
の
で
き
昌
幸
〈
の
機
曲
、
あ
ま

一
茂
醸
し
い
選
挙
戦
を
終
エ
ヘ
当
選
さ
れ
は
き
っ
か
け
を
伊
っ
て
ほ
し
い
と
田

…
柿
た
議
員
白
方
々
に
は
モ
れ
ぞ
れ
選
挙
ま
す
@

一
帯
期
間
中
に
七
月
を
か
る
し
な
が
ら
語
ら
れ
若
年
層
か
ら
の
議
D
上
D
で
令
肝

一
軒
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、
実
現
し
て
も
ら
い
に
繁
栄
さ
せ
、
ス
ポ

i
y活
動
m

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
門
身
の
現
役
基
盤
と
し
て
、
さ
ら
仁
は
、
血

何
事
京
と
い
た
し
ま
し
で
は
、
問
結
力
の
多
き
町
に
し
、
社
会
福
祉
を
実
現
去

の
強
い
、
住
民
一
人
一
人
炉
開
る
い
心
を
る
た
め
む
経
軒
欧
識
な

Eに
も
、
円

喋
持
て
る
よ
う
な
票
禁
致
に
し
て
も

EUい
百
も
ら
い
た
い
主
で
す
e

γ

ら
い
た
い
乙
と
で
あ
一
の
ま
す
。

ζ
の
た

官、校

E

W

斡

F
U喝

ル

滋

一一

多時.30分-12時

一

害警民寺普議室/瀦事萄量童話室行政セン安一瞥 2711
o浩律相説毎月第2欝 3金曜日 131時'-16時〈予約書芸IJ)

やその惜の指談毎月教育相談、交通事故相談、暗メ成業援助

相談害。行っています@

中県市合同ネ自談 5月258 13ff;Ji---18時 平塚駅1t口交詩書官

〈話樟掴談、主主遂事故相談、理欧、 市政一綬相離なと〉

議役会護室内線量農家曹(33)おお

品書己ときと相談・包1塵月闇8 (第5者除 013時-15持
母子相談・平日、事時-151持部分・常設

宮態把曹不自諜 e平田、苦時-16時

+
布
石
幾
代
子
さ
ん
(
指
間
金
間
関
}



事
露
止
、
@
安
全
運
転
の
同
刊
行
と
す
ト
ベ
ル
ト
震
の
持
参
一
一
一

点
a

運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
宇
U
で
は
「
新
入
一
学
問
A
D変
通
事
故
を
な
く
そ

う
」
脅
か
か
げ
て
い
る
。
な
お
今
年
は
、
統
一
地
方
選
挙
が
あ
っ
た
た

め
1

帯
由
交
通
安
全
薯
動
は
一
か
月
ず
れ
て
五
月
と
な
っ
た
1

無
理
な
横
断
や
急
な
飛
び
出
し
は
一
つ
い
て
ふ
だ
ん
か
や
主
詰
与
っ
て

と

く

に

、

一

お

こ

弓

五
月
十
一
日
(
舎
か
恒
一
一
十
臼
含
)
ま
で
の
十
日
間
、
全
国

い
っ
せ
い
に
巻
町
全
覆
交
通
安
全
運
動
が
韻

D
広

vbれ
て
い
る
台
今

年
の
重
苫
羽
目
標
は
mw揖
行
者
お
よ
ぴ
自
転
車
利
用
者
、
と
く
に
子
供
と

老
人
の
一
事
故
防
止
、
②
自
動
二
輪
車
お
よ
び
原
動
機
付
自
転
車
田
市
議

うまら寵議事
1111111111114年開多くの業績を残して111111111111

4月28目、 1翻 4年濁市政世担当した加藤禎古前市長が、市民的

&なさんにあ盟れをてコげて退任した。との臼 9時30分』こ庁内放送で

職員に離任白あいさつ、続いて、市長警に課長以上白管趨帯J全集め

て灘任式。関本収入役が職員を代表して ri監任後も十分健康には留

慈して...JとJlU，れのあい吉つ@加藤都市長は fl耳目4年間、市長と

して何ら報いるζ となぐ去ることは申し訳ない。仕事の仕上げがで

告ないのは心空気bだが、在、としては海いDない 4年間だった。とれ

もみなさんのおかげだiJ久とれからは新市長のもとで、平抵市発揮

めためにがんばってほしいJと、最捜由あいさつ。

退庁する午前j(主持半には、多〈由市民や職員iJl玄関前に蕗7U、住

みなれた市役所とJlUれる加藤前市長手こ盛大な拍手が送られた。

なお、同日付で111村叡投も退職された@

市へのご粛Jt.要望・苦槽などがあ

Eましたら、お気較にお出かけを.

E告月の思漫1



1人 4，5帥丹!li 
1 i世主帯 6，印D円 i詩i 

7初9品山，

官5滋4牌年度 9月以陣附す撤額 j立i 
ω 一∞ な叫叩4制4，8剖4伺 ;i i 
5葺耳 (9月) 6，440f弓 "繁げ る

伊てミ~
7耳耳(10月)-12期 (3月) li L， _: ;jョ
6， 4∞円 X6~38， 4侃円 nま;戸春
吉十 44，制O月日〈ハコ i五d廷
〈ア〉十ひゆと仁イコ n (害女主主

なお、 〈ア〉が Cイコを越"箔 i霊祭
える場合は越える分は還付 II警長脅
するe 間骨ー

120万円

1万円

被害義検者 4人として

官53年度額イ来事提確定税額 官54年度額H果税確定緩

3，3 (見込み〉

新得割 39，醐円 野 43，200内

霊堂産蜜 2，000円 100 2，0∞円

家主ミ多額 13，440f弓 1人3360P3

平等書!J 5，520F31世帯5520月

言t 60， 560Pj 

〔害事践例〕

街得曹j課税曹単語翼

官54年度暫定的イゴ額

Z期 (4月) 5，04C円

2 ，シ (5月) 5，04町弓

3 ，シ (6月) 5，040円

4? (7月コ 5，040円

51" <:S月) 5，040F弓

計 25，200['9.'日〈ア〉

-年々、医捜授は墳える一方で、国保の台所

は苦しくなるばか!Jですが、

・苫て、病気仁左t吠〉の閥復がはかばかしく

ないと思って、すく明也の医者に次々と移る

ということはないでしょっiJ'o
・また、 、注射をしてほしい、 令<'j"!Jがほ

しい、と受書?者自身がねだったDする閣は

ないでしょうかe

島原者を信頼して、その指示をよく勺ること

も大切なζ とです@

⑧j騒iす治法14箆以内iこ/
，[玄保に入った白、やめたりするとき、子院

が主主まれたD、住月?、J3i名に変更があった

ときなどの屈け丘対立運くても14日i刀叩こす

ませて下古い。

メ暫しい乙とは保険年令誤探険税係〈港話23
-1111内錦294・250)

わ
た
く
し
た
ち
の
人
間
担
金
は
に
よ
っ
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
，

渇
か
い
人
閣
愛
の
気
持
ち
が
ふ
れ
今
年
も
五
月
一
臼
か
ら
自
諒
社
員

あ
う
ζ
と
に
よ
っ
て
、
部
る
く
製
噌
強
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が

し
く
そ
ん
て
岳
せ
な
告
が
で
き
市
民
の
み
な
事
会
は
、
赤
J

工寸

る
こ
と
に
な
る
a

持
明
朗
ず
よ
く
理
解
し
て
い
た
戸
占
c

赤
十
字
は
み
な
さ
ん
の
科
患
を
格
別
の
な
協
力
を
お
願
い
し
た

結
議
し
て
、
切
る
〈
平
和
な
社
会
い
。

か
乙
奈
子
J

く
た
め
に
、
災
抵
口
数
議
、
な
お
、
奉
仕
事
の
方
々
が
募
金

震
の
霊
妻
、
暴
事
業
、
震
活
動
白
た
め
、
お
宅
賞
訪
問
主

票
率
成
、
国
際
救
護
証
明
溺
等
場
合
は
、

SJぞ
ま
し
く
9

め
事
桑
を
持
っ
て
い
る
。

ζ
れ
ら
占
口
赤
宇
一
按
市
地
震
事
務
局
(
榎

田
事
業
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
赤
寸
税
金
館
内
噂
諮
問
山
i
一一一一一一一一一一一〉

宇
募
金
〈
日
誌
社
旦
周
増
強
「
運
動
)

夜間崎国部議賞、土謄三郎宗速、真閏年--i議

忠創立、治意4年の謂霧実紡伊豆単兵にはせ重注

己、寓出与一刊はお樋山の合戦で戦死。問輔慈

賞、土長吉宗還は以接、持歯幕府の重盗として

つ〈した。 Eとに紹介した3コ}スは、 2時

儲コ」ス。あなたもふるさと平揮を再発見し

てみτは句、

仇一室主燃える史跡探訪コース一一

。パス停大名Vjiji募155}向崎域社・無盤寺155子

岡 崎 四 郎 酬 の 惑 問 岡 崎 神 社 おW'ス断

階。雫ス伊勢産設泉〉

。パス博罫王子分1O~土屡三郎完ペ患ー放の基

省大乗読蕊芥芳主腕105l-'てス停琵琶入口仁パ

ス弁の口経由大多量野行〉

〈パス大衆野17)

⑫担当 務穏工霊祭霊童光揮TE l23-1111肉親

聾

'.得、 zγ

10月288 少年少女剣道大金

月 3尽 き伝〈運動中史大会

11月10臼 中学哲理記伝大会

11月18日 月間少年マラy y大 会

11月25臼 翼業邸障宵大企

11月26日-308 社主主ダYス講習金

12月 2日 興業関陣育大企

12月168 J'lIl'J少年マフy;ノ大会

5月178 婦人卓球大畠

6J'l1日-3臼市民輩出

6 Jl17日 銭壊まつり

7 Jl~9 月 掃人捧力づぐ P教窓

7月21日，-..._.2S日 中智宿主総合体育大会

7月26臼-288 中学校中プロァク大企

7月28日~ 少年野球大島

8Jl6日 中今時究水泳競技大会

8 J'l 5 日 ~12臼 今司吏プーJ"y害者放

8月18日 少年少女京泳大企

8 月26 臼 ~9 月 9 沼 市民総合体背大金

9月18臼 掃人テニスコペ合

§月298 中学在初例〈競技大晶

10J'l~12月購入偉力づ<.\:)教室主

b購入バレーポ}ノレ大島



新
緑
が
一
段
と
映
え
1

震
活
草
佑
や
盆

裁
、
そ
し
吉
街
路
樹
ま
で
生
き
生
害

LHτ

見
マ
え
る
事
郡
安
市
唱
え
ιた
。
街
設
に
ぎ
わ
し

た
統
一
地
内
選
挙
丞J
一
段
謀
、
主
題
月
一
一

十
八
日
、
京
市
町
隷
の
最
大
祥
事
で
も
あ

る
が
平
山
也
市
緑
杭
ま
つ
り
u
が
、
乙
と
し

ム
ハ
悶
め
を
迎
芝
、
八
蝿
山
公
開
閣
に
開
催
さ

れ
た
e

ま
つ
D
は
、
一
一
平
日
ま
で
の
三
日

間
開
催
さ
れ
、
毎
年
好
評
の
清
一
京
の
時
後

恕
布
の
人
気
も
手
伝
っ
て
か
、
お
よ
そ
一
ニ

十
万
人
白
人
出
と
な
れ
ν
、
市
民
の
緑
化
へ

の
関
心
白
深
さ
に
係
員
も
ぴ
っ
ぐ
b
a

ま
た
、
と
P
E
C
g宮
前
ド
レ
た
五
万

一
一
一
沼
、
間
際
市
加
議
考
記
念
の
『
早
塩
荷
予

ど
も
大
会
』
が
市
内
一
ユ
十
九
会
議
に
も
一
一

万
i
八
む
ち
び
っ
平
と
お
母
さ
ん
方
一
が
事
加

し
で
出
聞
か
れ
た
令

各
会
場
で
は
、
仲
民
レ
拘
利
子
の
ゲ
ー
ム

大
会
や
た
ζ
あ
げ
、
ロ
ッ
テ
ボ
i
ル
、
砂

の
ヰ
ペ
ジ
ャ
y
ケ
ン
遊
志
、
現
知
割
hu

な
pnゆ
彩
な
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。
好
天
自

笠
月
経
れ
の
中
、
繁
い
が
会
持
を
お
ん
て

い
た
⑧

し出
な

し
か

押

い
で
強

せ
が

わ
型

合

し
中
お

背
の
一

に
ち
一
品
調
婦
人
車
強
大
会

ず
っ
一
'
と
き

5
月
げ
日
(
十
点
〉

わ
ど
一

檀
一
・
と
こ
ろ
開
灯
台
鴇
青
恕

在
撲
一
*
前
期
卓
球
選
手
権

手
相
一

一
個
と
き

5
月
初
日
(
日
〉

@と

rro
阿
見
好
廿
体
育
館

品
質
パ
ス
ケ
y
ト
一
時
リ
i
グ

e

と
さ

5
丹
幻
日
〈
口
は
〉

・と
ζ
ろ
見
川
内
川
出
荷
館

常
黒
ク
ラ
ブ
達
同
国
善
事
パ
レ
i
ポ
j
ん

と
き

6
月
3
J
H
(
け
)

a

と
ζ
ろ
見
詰
け
体
背
館

設でも自由iこ和/弔できる@趣巨はパス

h パレ}、バドミントン、卓球。

パドミジトY、卓主食のごラケ"ト、 Sノマト)'v、

ポ」ノ凶ま各自持互みする@

く丹臼(月〕

く>沼〔月〉

告での勤途ときば上
と
同

て
に
一

つ
る
一
円

ぐ

す

吟

動

加

抽

選

害

時

、
で
)
時

間
…

2
る

午 後 1時~昌時

9 

車車くか己的?とこ邑咋で、晶君bくたてF
れたfまずは-H毘しましょ

食・・金・・
とと県とと告とと綴とと
とき軍 ζ き豊 r き体 名

ろ n 縫 6:杯主ろ A

O 帰 れノ文 句組 む

認J 11入 FJ ト見Jcj地丸井
附 1$卓 10ミ国jW tK 
台日球台上iン 白 H パ台日
悼(鞍体(ト体(ス拡(
宵万窓斉円ン宵 H ケ背水
君主) 主主〉大館〕 ツ鰭〉

会会

B 6月 B

疑
心 欝加 金比 側円

。韓 合 6月 lE1午稜9時

。帰 鷲 6月 3日午後S時

く〉コース平理パスーノれ持一車艇長

徒歩よ ト}ミの額 三rlL1."it~男都 ii むよぎし

ゅ賭/茶居 小瀬温泉〈的〉ーで占星地と土J

小 高 平 塚

<>欝襲人員 43人
く〉申し込み 5月16日ぐ京〉午前 8時30分から、党間合

体育館内侍首謀へ主題金を主主えて申し込む@

担当体育課〈すま L 喜1-務事0)

一一 一一



平噂寺、繁子輔、打開木、

小嶺自治会

西町、本宿自治会

E豊中自治会

宮下自治畠

床下芸主総数布認経
f量豊田地区3
品ム118日く金コ

'" 19日 E土〉
..y 21日〈月コ

ク 228C火3
I問時地区3
5月23日(君。

.p 24日仁木〉

'" 26日正士コ
ク 28日 CJヲ〉
o' 29日 〈ソく〉

.c.. 30尽 Eオく〉
E措露地区3
8月 l尽〈金〉

'" 2日仁土〉

第23仮}平塚市労働祭ソアトポーノレ

大会は、ブロックごとの予選によ

司選出された代表8チームの参加

で関かれる

待望

場
〉

広
間
同
ツ

〈
一

摂

ポ
3
ス

月

間

町

喜

市
ぎ

る?
h
 

と

と

そなえておこう;これだけは その

⑧選手亀
‘ノコギ1)、パーノレ、カスガイ、クギ等

いつも賓の外部jに用意iし、下敷になっ
た人の救出に役立てよう，

@トランジスターラジオ、かい中橋灯、
マッチ、ロ-Y!7、へんメ y トまたは
紡災頭きん等。

担 当 主主活課主主治係

Ir立1<，宰3-1辛口舟鮪 263担当 滋路補脅実態悪よ雪量議23吋玲l，l内融持4



自
市内のいたるととろに設I賛された.70台;>)有

害雑誌自動販売機も、社会環境浄化員のみな

さんや自治会、青3年育成間持者の努力によ

ってお台に蹴少した。

しかし、最近、また騎加しはじめ、現在は

25台に増えている。販売機D持ち主である市

内の業者の方々には、協力していただいてい， 
るもの由、市外の業者の方々には、呼びかけ

にも応己てもらえない。収納されている雑誌

は、子院たちに惑い影響を守えるポノレノ雑誌

がほとんど。

青少年は伎のショック空

間から受けるのでしょう

雑誌から……........46舟

またま留から .............24骨

テレピ・三ラジオから8骨

大人の金言語や行動 7骨

モの他…………....17骨

市民のみなさま、自動

販売機から有害雑誌を追

放する運動にと協力を。

き 5月2013(日) 9時~16時
雨天の場合は翌週278

ンタ-
E図書館、博物館、青少年会館〉

槙主型機閣車の長街、会潟は、博物館

1階の講堂

o対 諜 市 内 在 住 のd頃斡土、封斥m圏Hl
く〉盟 主吉田会場で受け付けた応募庁品の中

から、髄秀伊品者選考する。

やその他在留用栢は、寄生会心当日、合場こて

人 1枚配布。えのくヘクレヨジ、

ところ

担当

求
鼓
は
、

nふ
さ
苦
と
白
沓
N

で
あ

b
、
ζ
の
伝
説
の
響
き
を
い
つ
ま
で

も
残
そ
う
と
、
五
、
六
年
前
か
ら
大

人
や
子
供
た
ち
が
太
按
を
打
ち
始
め

現
在
交
は
L
i
空
越
支
る
何
時
存
会
が
あ

る
そ
う
だ
。

式
数
ま
つ
わ
J

は
、
地
域
住
民
の
続

尽
く
を
一
図
る
の
空
事
り
い
に
+
爽
地

図
一
自
治
会
連
合
会
白
主
覆
で
一
ニ
年
前

か
ら
関
か
れ
て
い
る
。

ζ
由
告
は
、
十
で
掴
区
か
ら
十
一
一

組
白
太
鼓
遂
が
ト
ラ
ッ
ク
由
盤
台
企

部

仕

立

て

て

接

加

。

平

壇

由

市

街

地

が

引

一

翠

白

台

活

に

午

前

十

一

時

に

暫

ぞ

ヤ

テ

y
yク
一
ア
シ
テ
ン
守
と
、
に
ぎ
ろ
い
。
白
む
る
か
ら
鍛
え
上
げ
て
き

イ
や
か
な
志
援
の
音
一
議
員
に
乗
っ
て
た
バ
チ
ぢ
ば
主
(
影
い
合
っ
た
こ

1

高
台
か
ら
山
あ
い
へ

1
9

の
問
、
広
F
℃
俗
、
帰
人
企
の
宏
謡

日
揮
…
一
国
「
土
沢
太
最
ま
つ
り
」
が
錦
b
、
一
般
も
奉
加
の
ノ
ド
自
慢
大

ベ
町
四
月
十
軍
民
主
民
択
の
台
地
返
線
全
な
ど
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
家
島

仲
野
広
げ
わ
れ
た

6

づ
れ
や
お
克
の
人
た
ち
が
一
絡
に
な

ぎ
か
長
わ
る
務
是
認
や
し
mw

唱
で
世
間
し
h

工
事
通
む
主
-



マz
z俗
文
化
セ
ジ
虫
1
に
開
制
審
熊
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
一
以
く
も
r

ヤ
丘
団
を
辿
ヌ
て
い
る
。
制
問
状
況
、
b
年
々
…
増
加
し
て
お
b
五
ム
ム
一
一
年
度
φ

ム

マ
i
ゐ
演
じ
出
し
冊
数
も
間
十
一
ι

月
一
樹
均
気
劫
晴
天
惜
し
お
り
戸
、
市
出
向
の

g
d常
習
白
湯
コ
問
と
し
で
の
日
間
嘩
一
円
掲
の
見
え
い
9
役
割
は
、
ま
す
ま
F
瞳福宮、
2

ム

ヤ

z
な
も
白
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ー
が
レ
、
護
制
品
壮
一
は
、
全
人
口
の
一
五
討
し
か
な
ら
ず
、
「
躍
す
り
し
の
中
に
図
書
館
そ
」
や
ス

i
ム

マ
z-
ロ
l
ガ
ン
に
努
力
し
交
い
る
箔
詩
館
、
職
鼠
に
と
っ
て
は
一
悩
み
の
た
ね
。
そ
乙
で
今
月
は
五
市
民
の
み
な
さ
ん
の
害
対
と
い
で
利
用

i
ム

マ2
2
2
し
で
い
た
だ
ぞ
た
め
に
は
ど
?
っ
し
花
b
よ
い
の
か
、
み
な
さ
ん
と
…
鵠
に
芽
へ
〆
し
み
よ
一
つ
。
み
な
さ
ん
も
ど
っ
j
ど
ん
ふ
り
利
用
し
や
す
、
ム

ヤ
司
令
く
な
る
か
、
滋
凶

Mtc市
世
て
い
た
だ
主
た
い
。

2
s

ム

人
一
一
里
会
り
て
い
る
こ
と

ι
八

五

%

が

未

登

録

ど

の

室

館

で

芝

う

で

は

な

い

五

銭

し

巡

し

滋

十

万

跨

る

。

そ

し

て

本

の

椅

し

は

ほ

し

か

間

十

九

回

止

さ

ん

の

m
怖
い
蛸
の
よ
う
ん
仁
、
木
が
自
由

昭
和
五
十
一
-
一
年
度
の
賢
し
出
ト
レ
荊
政
問
と
な
っ
た
必
に
加
え
、
子
ぬ
の
川
町
き
し

ym一し
、
昭
和
間
十
五
年
に
新
館
が
仁
手
に
と
れ
る
よ
ー
つ
に
並
べ
て
あ
り
日

ぽ
、
四
十
万
八
千
六
百
八
十
八
冊
と
訟
な
梧
注
濯
が
五
千
一
五
百
口
十
一
一
一
組
、
レ
で
告
で
か
ら
の
宗
レ
出
し
冊
数
、
守
録
分
の
仕
事
白
た
め
白
木
、
趣
味
む
-
耳
、

宮
、
前
年
に
結
べ
て
一
万
一
一
一
千
二
一
高
コ
ー
ド
が
四
千
六
白
九
十
五
枚
立
ど
、
者
数
の
一
帯
A
や
は
貸
?ν
出
T
記
冊
数
の
増
加
レ
タ
パ
ジ
ザ
ケ
t
i
d

ジ
ョ
ン
の
本
、
与
市
闘
の
だ

去
十
冊
増
加
し
で
い
る
。
乙
れ
は
市
兵
器
外
泊
貸
し
出
ヨ
七
時
々
増
加
し
て
に
も
か
か
わ
ふ
夕
、
な
撃
の
停
滞
と
め
の
本
な
ど
、
主
主
主
主
D

丈

君

主

・

九

八

冊

、

室

主

い

る

。

ぃ

高

裁

が

と

こ

一

一

一

年

続

い

て

い

る

a

だ
れ
で
を
気
兼
ね
予
言
す
る
と
と

と
れ
は
、
す
で
に
闘
童
話
討
し
が
で
さ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
議

た
乙
と
の
あ
る
人
た
ち
は
、
よ
り
多
〈

jii

本
タ
婚
D
、
図
書
館
ぞ
上
手
に
料
用
し

て
い
る
乙
と
に
な
令
。
レ
か
し
、

ζ
の

人
た
ち
は
、
五
十
二
一
年
度
八
主
人

υの
lf

五
一
引
に
し
か
ず
ぎ
な
い
。
ど
ラ
し
て
全

人
口
の
八
五
羽
も
の
人
が
未
登
録
な
む

だ
ろ
う
か
。

本
は
出
掛
織
に
記
ず
に

図
書
館
と
い
う
と
、
い
ま
だ
に
主
が

資
援
苧
に
と
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
兜

式
の
凶
害
届
聞
を
患
い
う
か
べ
る
方
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
融
間
近
μ

しか一

k
い
ぐ
ら
竪
箆
叫
あ
る
と
M

V

N

同
地
ベ
で
士
葱

vvu比五
a

五
軒
、
古
沢

吻
て
も
も
古
歪
ざ
ま
主
要
求
が
出
さ
れ
挙
区
五
二
一
一
割
引
と
亦
常
に
憾
い
数
字
e

る
今
回
、
向
山
醤
館
に
な
い
十
位
も
あ
ゐ
だ
と
れ
で
も
わ
か
る
よ
う
に
悶
議
館
山

ろ
ょ
っ
@
ま
た
、
地
白
人
が
依
り
ご
い
つ
ら
吋
く
離
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
p~、
首

て
蒋
快
に
九
ふ
い
見
守
も
あ
/
可
そ
ん
な
民
一
本
丈
始
く
な
っ
て
わ
え
同
点
飢
涜

と
き
、
九
日
戸
一
か
一
L
U

叫
J
zパ
が
あ
っ
た
ら
吐
く
に
あ
れ
ば
、
二
心
祈
神
世
泊
人
た

遺
捜
な
く
職
一
一
叫
に
に
F
ね
て
い
た

rs
ち
が
む
揺
し
、
国
高
館
佐
利
川
市
で
E
ゐ

だ

い

@

と

と

に

な

る

。

関

賓

館

予

身

近

に

あ

れ

「
D
ク
エ
ス
ト
制
度
」
も
品
D
、
宮
ぽ
利
用
す
る
人
も
増
え
る
だ
ろ
5
@

し
出
し
中
の
本
や
図
書
館
に
な
い
京
あ
し
た
が
っ
て
、
今
焼
D
m凶
醤
鎚
の
畿

で
索
墨
だ
け
嬰
事
に
応
え
る
よ
う
に
な
題
は
、
も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
を
身
近

っ
て
い
る
。
市
民
の
み
な
辛
ん
が
気
楽
に
お
く
ζ
と
、
つ
ま

D
、
も
っ
と
多
く

に
来
る
こ
と
が
で
き
、
そ
泊
中
で
新
し
の
地
域
分
抽
出
や
移
動
指
削
凄
絡
を
同
開
設
す

い
護
や
必
要
な
資
料
が
得
主
れ
ば
き
と
q

そ
う
す
れ
ば
ぷ
蓄
は
も

岡
山
持
組
問
と
し
て
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
ζ

っ
と
利
用
十
》
7
と
な
る
だ
ろ
ミ
た
と
え
一
週
二

と
は
な
い
だ
ろ
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。向上絞殺普賢ご"チャマンミ

く〉著書j主義 オデヲン長室央倒防〉

EL 奴沼

く〉銭草寺 号縫 (祭〉
*8時 30分から、メ;人ノトへ、共 l00F弓

場

とども認への告主義者数がを会いえむよを沿って

みると、神出皆内の横内児むまで、主主鋭敏1， 419
入のうち、こども認の立録数そのおろにあ

たる 723人となっている。抗は関崎地元で、

1， 121人の弦録者数に対し、ζ ども主へ心宕録

数は50.4咋を占め、従5人， I止符内の高村地之

は、登鋸散こそ 121人と少ないカヘ子供の

離散は50，婦の61人となっており、いずれも

臼地っ子は f読脊好き iの特徴ぞ見せてい

る。〈子供宰は、お父さんに祇芝んで

もらう主たちy孟どをにぎぐ戸カぅ》

登録率il)推移

3，5骨
3，4 
8与 5
6，6 

6.4 
」、υ~~

j旦 1

務長買 1
大塁手 3

真 1ニ 18，4 
八幡 j

中原 1 1 
拾が丘 ! 6，3 J 
南原』

畳間 3，9 
神田 1 1 
相模 j0，5 j 
横内 6，4 8，9 
揖島 3 6，8 
岡崎 3.2 5.0 
金問 2，4 8. 8 
:i:屋 0，7 5寸 4
宮 沢1.1 4，6 
金自 2.0 5.7 

平均 6.0 11.2 

一~Jc 苦手一一

匝イヒむひと 五 木 賞 之

泥流地帯続 三浦 j 史子

てんぐさお端 万てと 勉

有縁白人 瀬戸内情英

男が女告と鼠つめる夜 五 本寛 之

燕白いる嵐景 乙世間 関

Z利吉田自国 曽野泣こF
街観の煙率毘よでのl民吉行惇J之 介

ニ主義の后 杉本苑子

炎白大地 西村舟行

i和昌 平岩ヨ校

穴杭結 邦光;史郎

審の海rll~3 lJ 北泉髄子

さそたち 井上ひさし

再建工作 津留ハ平

[ゴ本のおんな 平岩弓控

ーハ家庭省主主務~~

アレ

男も作る自炊入門 t曜日 操

揮告の医学/-ト 搾 谷藤 一

間関物語の刺諦 尾 上 経 野

日本軒湾入門 青木純F

ーへ役会@科学。その費量~一

広中平隔の教育探検 広中平始

辞書とつきあう法 服部玖

J、yピーなiじになる本
ピタ」ーグジョ >''.ly

とどもは未ラ長であQ 小林 撮

情家 i笥

Eフ井原践-

、 じ .H.スト」ナ}

堵門学の話解き 大抵初男他

ド キ ュ メ ン ト野ヨァ勝間 健

天安門事件 中計51二
おてんば隷持氾 酒巻 寿

歌い継がれてほしい郷七む叫ぴf今沼は主

として横浜編。歌i屈指導もする。

とき Ji20臼 (8)ベイ会 11時'1;1ら31汚ま
で。青少年、一般犯人さそんι訣

，':{主撃しもう/海外の旅行そを/
一一一海外旅行術入門一一一

'とき 5月25羽 811云での叫こ曙

日午後自時30分から 8時30汁。
青 fず20人を訣

交渉き若宮せんかノ幾重量のまちを
一一史跡吾めぐる一一

だれも知らない刊なす滞金心認めた

参とき F127Bぐ臼〉今時~マそ 3"手
30分。題銑鎌禽駅間rJ小川容白1却さ策

合。青年、一般'40人をJぐr駅。

。日骨封組院祭主念ま ξ心心 lli株主ど自己

カきを季語教議室~主主義主コース~
定吉も描廿毛色/油絵習樗の畿従コース一一一

治 絵o初掛から窟11fT'までわかりやTく親切

に指含する，

。とき 6;=]12 日 ~7}弓 31 円まで .1)お火閣

日午後自時30分から 8.#301人
P 予手字20人を対象

fま己めて登録されるときは、住、氏名む

際認できるもの仁身分証目立書、学長lふベー徒

P浪、理転免臣、傍誠実証など〉をお見せく

ださい。をま議されると利用券を 4枚お持しし

ます。とむ利用券 1枚;ごてつき、!liI省、レコ}

?九紙芝など lJ立がZ;iE!l間借りられます白

小学史以下の方が資録され之るとき侵謀

者む署名l)J;"、重きで 3~ 年令制限はあませ

ん。飴E宗 (2詩書〉ととども宝 H勧コ:ミ

利用語とで共通に使えます傍

利用券 3年間詑えますので、紛失しない

よう詰使いく?とさい盆

官休館毘綴週月瞳日毎月月来祝日

食図書撃露 干 254浅習習窓

Fあなたは大丈七百ごすかj カう~ 20:i} 
fエyへン慌さまはゴミだジ… 21分

史こども殺意覇会(新議号発言語事選介〉

• 5!苦沼 CBコ 1号時 14時
カスっ子大ちゃんj 児童感J 4Gjj 

。 (8) 時時

踏の主主:Jl噴安全Jアニメ}ショ Y14分
ηまくらはおTの消防隊j ア 二 メ } ジ ョ ン 分

[ベ}プ・ノレ}スJ … Yニメ ショジ

玉

女レコード aコンサート
• 5.Fl26臼〈土) 14時

こライブ@バックスト刀-:、

/ダウン zタヲン a

事事後学苦言シワーズ目立32
土器者つ〈ろう(縄文土器の製作〉

様子 6 J"J [1 (方ミコ、 13fl 仁刀()、 14Fヨ
じり 午前川時~午後4時まで。

・申し込み 5月31日までに往復はがきで@

・定員 15入、多数のときは指ぜんとする@

賞獲をJ!.る会
一一一対話努黒点吾諮べよう一一一

@日時 5 月 3 臼 ([1) 々前日時30分~13時

・申し込み 5月25日まで往復はがきで。

・定員 20入。 多数のときは描せんとプる。

女自然綴察会
一一謹物のスケッチ仁吉沢)-ー岬

e 日時 8月初日仁日曜日コ

-唱し込み 5J守31臼まで往復はがきで。

・定員 30人多数白ときは拍せんとする。

会博物綾子254浅間町12-41TE L3g-'5111 

'ノミンド

古里書こうノ霊堂おう
}一一ーかなすヂむ思う七三軍露呈一一一

市内に在住、夜勤、設学の二却はどなたでも

援護語できますe

女殺害覇会〈新華寄殺意襲紹介〉
@良民間間てをヨコ 10時 14時

ふ，'";7/:ヨ同 30分



受けやすい

?三在、、包

量覇対象舎 E第 1 期 -~l 回受ける.

a経 2揖刀'1--;'4 ょでの幼児"

〈接種開高'""2剖 3D引とも 3週間
古ミら 8.l1思v出、

Z第 2期 1--1司禿げる，

揮 1期の 3[unlが又ってから1年

か ら1年半 iでの開聞に受ける@

〈主主役4設立でに帯 2胡を完了す

る己と?百七4~ しい。〉

.1泣き当日0行一 lS時まで@ただ

[5月1
霊2目立土>rぐ判 官公民館

》夜中づて同 t.;r=-¥，主/7T

23臼 大臣むと上lご館 梢内団地集会議

同勢n羽Jぐfそ鮪

お臼須賀計五松原公民館

ヌ代之上

霊童対噴・子安静'.，【にい官3か月を経過

して、 18':J'1-) 1、消の乳幼児 E講 18
か月に止し主いうちに 2巨jの服用

設すませ旬。コ{空軍」二の理由で受

~:Tられなカ}った人(立、満 4歳に達

しないうちとらをけられますe

車場時間・ 13%30i-;----15時まで。ただ

し〉くwの :14晴 --13時。
務巡回臼程

5月17臼 国山戸ご子市 大野公民豊富

シイ、f、.&2
5月1811 7日く 市括禁句磁

仁次回;j:l0fj'))ずにです. ) 

7，0(なるべくう χ :1 7;一月 ~1時 2歳ま

でに受()'士し σ....2提を越える

と他の子ド七極と寧なることが

ありま:)'，

喜謹対象 e初白 .:2 ~-iJそ日る〈嬢種当

日に四行 九 芸 弛 、 6裁に逮7

3 ピの t~ ¥ 
、 i芥っ
寝室べ~ て
気ッ紘、 3
毛ド、 6

向 8
E詰関 、 ん j 

風 マ l汀人
様~ /'んー
、作 h d 

ぜテイ v点よ
1 ドス事~ : 
ク y沢、、(
5l ベ亡'.

R嬰義¥
信きr ッ 、 《

卓ド料 5
患、機ラ
フー Eτ 、fl!
i接シ女
ずセン J

ノレッグ
、トノ， ;争

マ句 、べ
vi'l' ソ七
弓嬰て，.

ン二の

ゃん
官横内3183害地経済連白動車セ

ンタ}にお勤めの小宮克己吉ん

く27歳〉と萎京子さん (27歳〉町長

男。現在10か月で、律重10.5九、
身長75~'、 53年 7 月 6 自主まれ。

いつも子守!Jはおじいちゃんと

おばあちゃん。 r子より孫の方7うま

かmいいj と、地でいっているお

じいちゃん、まゆ毛が下が!Jっぱ

なし。おばあちゃん「乳母車で新

幹緯を見せに好〈と寄ぶので...J
とζ ちらも大変。幸せです。

るまでの幼~ê.。接持間帯副主 7 B~14 
B) 退加 .11ロ]受ける〈昨年初回

接種を完了した刊し目〉 初呂 1窃し

か受けていない幼氾 z喧げなおしB

豊富時間 時30分~15時までe ただ

し、封印の金持は14前 ----13時まで@

盤整巡白日翠(1痘H3--:
51-oJ30日生持ぷ間旭公民館

同中央持協 iつ沢支所

1" 31臼八幡弘氏鍔横内沼地塙

会露間脅迫公民館

6月 1El ~認辞民館 *t::~!京公民
館民会開公民明

'"日 中核公官舎自公民主宮

);(問崎ム民時

~ 14日大野公民需神田公民館

同域周テコ間

'"日 花 lX土品土産i 市EミクJ詰

f鼠は慢躍の見える惣」といわれている。また、

きれいな健鹿美の現れ。しかし、露代の日

本人のむしヱヵ、かっている2訟は、乳幼児94母、

学輩出婦、成人98?i;Q)高筆者示している。

そζで、神宗"1唱桔斜医部会平塩支部にお騒い

して、 「子れのむし歯をいかに[.oぐかJをテ…T
4こむし前の脳;;f明設そ開〈。

とき 6J'l2沼、 3弱
午捜 2 時~4時まで

ところ校建デパート本館邑緩
E相 談 内 容 幼 児 を き ヌ

無 料畑鏡、

一 一

輩、生活指導、悼量測定等の背氾』こ

関するいろいろな問題をお母さんと

}諸に考える。時間は 9持30分~1O

時30分 母 子 露 軍 制 限 を 持 番

5月17日護保公民館

d' 22臼金目公民館

1- 24日花水公民館

6月 5B 中原公民館

'" 7日城島公民館

'" 8日市役者B会議室

l' 12司 横内団地襲会場

タ 14臼大野公民館

初めて好合医された方を対象に母親

教室空間きます。なるべ〈妊掘 7iJ'

月までにお受け下さい，時間は13時
30分から16時まで。母子億康子全長と

筆記用具をお持ちください。

女平塚市役所司・毎月実施

日程 8月 48、11日、 18日、 25日

場所市役所B会議室

申し込み 需主活iJ;，;，¥ガキで

投開ffir与一1市保健膏主主課

電話 23-1Ul円融259・260
公平塚保健所・偶数月

日程 6sl6日、 13白、初日、 27日
場 所 平境寵古島了講堂

出し込み 錦 1日邑に直接会士号へ

• 6月1汚は商業統計潟査の臼

@卸売業、小売業および飲食!苫を営

ん で い る す べ て の 務 践 が 対 象 。

<11 5月2む日から調査1員がお伺いする

ので言問ヨを~のぷ入をよろしくお車買

い し ま す 。

霊童場所・平壇倒健所

富車時間・ 13時~14時まで

[3か月見鍵診〕

5月 1日 54年 2 月 1 日 ~10自主主

6月 8日 54年 2 月llEj~20日空

8月15臼 54f'J'三 2 月21B~28日主主

[3歳児健診〕

6月 7日 51年 4月 1 臼 ~10日生

6月21fゴ 51年 4 月 11 日 ~20 日主主

8月28B 51年 4ßl21 日 ~30日主主

昌三jjを1()か月から12かノ弓宋f閣の赤ち

ゃんが受ける健診です。受診できる

医瞭機閣が隈られます。〈わしいむ

とは保健所におたずねください。

6fl中に熔1靖になろお子さんを

対猿に乳幼児歯斜教室主開きますe

臼時 6月 8日 13時30分から

場所平器保健所

なお、母子健戚手探と筆記用具を

と持夢〈ださい。
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か
長
勺
J
1
0

下

俊
一
一
時
か
ら
。

マ
場
所
福
社
会
誠
二
階
老
A
A講
義

研
怯
室

マ
申
し
ネ
4
5
月
初
日
ま
立
へ

矯
諮
問

γ
一一一一一一一一一一一鶴岡山係属ま

で。

物
景
品
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
持
持
ち
寄

り
を
。

マ
受
吋
5
月
泣
呂
か
ら
施
日
、
毎

円
手
前
8
事

分

j

芸
EJC。

ア
は
ワ
(
川
一
一
叫
百
件
、
長
崎
2
5
J

消
防
本
部
で
は
、
分
極
庁
舎
D
密

理
人
ぞ
券
議
し
て
い
る
a

マ
庁
舎
名
明
日
防
団
第
九
分
間

マ
場
所
業
パ
蝿
一
一
l

六
i
一

マ
連
絡
先
消
防
車
部
庶
務
課
庶
務

係
〈
法
謡
曲
n
i
一
四
一
二
印
O
〉

み
な
さ
ん
め
と
家
程
音
、
贈
答
品

や
衣
服
等
支
社
会
福
祉
事
業
構
金
と

し
て
白
バ
ザ
ー
に
協
力
い
た
だ
け
る

誠
山
ダ
ム
え
は
、
出
水
期
ク
日
市
四
f

え

聴
パ
ト
ロ
ー
ル
」
愛
知
り
害
加
し
ま

し
た
a

絵
母
行
わ
れ
て
い
た
は
ず
な

の
に
、
あ
ら
Fヤ
め
之
知
る
あ
り
さ
ま

で
す
。「

広
聴
パ
ト
ロ
ー
ル
に
対
す
る
市

政
モ
ニ
主
l
の
任
務
」
争
議
み
直
し

て
公
民
館
に
出
か
け
ま
し
た
が
、
鵠

念
な
が
、
b
一
件
の
苦
品
市
も
相
談
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
初
め

て
モ
ニ
虫
l
む
仲
間
入
り
を
し
ゅ
訟

に
は
、
市
酷
員
自
方
々
や
そ
ニ
点
ー

の
み
な
さ
ん
の
「
ひ
と
と
な
D
」
を

知
る
よ
い
機
会
と
な
D
ョ
お
し
ゃ
べ

呂
田
一
一
時
間
は
、
別
な
意
味
京
よ
い

勉
強
の
揚
と
な
り
ま
ん
た
。

五
十
三
年
度
パ
ト
ロ
ー
ル
件
数
)

常

ιよ
る

と

、

松

蔵

・

崇

替

地

区

は

ャ

の

め

ん

と

ヨ

芝

、

古

さ

に

、

古

橋

も

相

た

。

わ
ず
か
三
仲
の
み
で
、
し
か
も
一
一
一
件
が
つ
か
な
い
白
か
気
に
な
り
ま
す
。
談
も
す
べ
て
だ
な
上
げ
と
い
う
あ
き
広
報
無
融
、
広
報
紙
、
ポ
ス
占
ー

は
松
原
地
区
に
よ
っ
て
格
好
が
と
と
ま
た
、
仕
事
に
出
か
け
る
宝
石
怖
が
怒
ら
め
ム
l
m
pも
あ
る
か
と
も
底
わ
れ
広
報
車
等
に
よ
る
事
前
家
伝
白
散
々

の
え
ら
れ
た
感
心
で
、
ま
こ
と
に
出
割
増
し
、
働
く
乙
と
民
江
レ
す
ぎ
で
自
ま
え
に
加
え
て
、
モ
ニ
点
l
自
身
が
地
域

念
で
レ
た
。
分
が
地
域
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
一
私
自
母
か
つ
て
懇
話
た
乙

ε
へ
白
誘
い
か
げ
を
し
、
住
民
の
胸
白

一
一
役
所
の
浮
く
に
住
を
す
っ
か
り
忘
れ
て

kaっ
て
い
る
め
な
か
っ
た
瓜
聴
パ
ト
ロ
ー
ル
に
人
中
平
主
い
ζ

一
ま
れ
て
い
る
沓
借
や

識
が
き
な
っ
て
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
個
そ
の
う
在
が
来
な
い
と
文
句
を
つ
け
る
気
は
も
意
見
雪
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

商
売
に
の
み
雪
盤
、
問
、
市
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
当
の

2
う
な
く
、
も
っ
と
雪
白
宣
伝
患
い
ま
す
。

悪
事
長
ち
が
持
政
が
か
か
わ
主
ロ
う
こ
と
に
力
章
会
主
警
一
痛
感
し
ま
し
会
重
警
護
代
子
V

台
風
や
英
中
日
間
雨
明
地
帯
同
よ
る
出
京
事

故
ぬ
ふ
叉
容
を
防
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す
る
た
め
ぷ
ム

放
流
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持
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寓
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ず
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叶
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マ
収
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吋
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事
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ピ
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て得一フ。
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5
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小
思
決

行マ
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の
吹
き
鳴
や
お
よ
び

ス
ピ
ー
カ
ー
放
送
午
前
九
持
一
口
十

分
か
ら
十
一
時
、
午
懐
〕
時
一
一
一
十
分

か
ら
一
一
一
時
、
ま
で
の
各
一
回

な
お
、
当
日
は
、
ダ
ム
か
ら
の
放

流
悼
行
わ
な
い
の
で
、
お
間
違
い
目

な
い
よ
主
に
，
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所
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口
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、
少
し
も
非
難
吉
抗
ず
、

叩
か
ー
え
っ
て
、
自
分
か
尊
重
さ
れ
て
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日
ω
い
る
こ
と
宇
一
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q
少
ト
M
T
つ
で
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k
如
、
議
室
内
容
患
う
よ
う

主
聞
に
警
合
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

目
先
「
た
い
し
で
お
も
レ
夕
、
な
い
芝

生

&

捕

と

富

つ

道

、

次

々

弓

害

対
話
教
を
変
え
て
い
た
む
が
、
何
か
に
と

日
目
く
も
う
と
い
う
意
欲
が
で
で
き

P

て
、
積
太
で
い
ろ
い
ろ
な
も
自
在

お
と
な
し
く
、
内
気
で
、
学
校
持
つ
ま
ヰ
た
担
、
京
樟
惑
だ
っ
た

む
先
午
い
か
ら
及
率
校
で
つ
ま
怯
も
醤
い
た
り
し
ま
ん
た
二
持
母

ち
な
そ
う
一
な
ん
で
ナ
よ
」
と
三
わ
さ
ん
が
潟
事
で
来
れ
な
い
時
に
、

れ
た
Y
脅
。
当
日
間
へ
お
母
さ
ん
に
一
人
で
采
午
前
し
た
こ
一
と
も
数
部
品

連
ぶ
れ
ら
れ
て
相
談
に
み
え
た
の
は

b
、
自
信
が
つ
い
て
い
っ
た
よ
予
一
フ

小

言

2
年
の
夏
て
主
包
そ
こ
で
す
。
学
校
で
も
、
言
あ
げ
て

て
混
一
回
、
お
母
さ
ん
に
は
力
発
表
し
は
じ
め
、
持
っ
て
い
た
力

ク
ン
セ
一
旦
シ
グ
、

Y
宕
仁
は
遊
載
を
ど
ん
ど
ん
箆
揮
で
昔
、
成
績
も

静
法
交
h
な
う
ζ
と
に
な
り
ま
し
あ
が
っ
て
い
っ
た
よ
吉
で
す
@

た

。

一

三

戸

叩

i

{

筆
今
ま
で
宵
っ
て
苦
た

Y
君
、
来
所
当
初
先
〆
一
百
押
い
ろ
い
ろ
議
揖
田
中

譲

言

語

長

る

割

高

ブ

弘

可

基

は

、

菌

室

抑
弱
者
へ
の
歪
も
あ
口
長
許
諾
出
す
す
べ
率
ぴ
き

っ
た
せ
い
か
、
口
教
は
炉
と
勺
3

吋ば

ζ

と
が
で
発
テ
、
自
信

少
な
く
、
李
時
は
小
郡
み
れ
V

の
な
い
子
白
よ
う
に
な

声
で
ボ
ソ
ポ

y、
し
か

m

寸
コ
ニ
語
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
白

も
、
担
一
去
の
ζ
李
氏
「
じ
ず
で
し
ょ
5
一
が
、
遊
離
宅

E
い
う
揚

ぎ
て
、
思
う
よ
ろ
に
動
け
な
い
予
を
か
D
て
、
自
分
9
誕
え
て
い
〈

で
L
走
。
で
も
、
遊
敵
同
町
法
出
く

ζ
と
が
で
会
走
よ
ラ
甘
い
ず
@
「
ぽ

り
返
さ
れ
る
に
従
い
、
そ
ん
な
Y
〈
も
5
3
年
住
仁
な
る
が
ら
」
と

君
も
、
担
当
者
一
が
自
分
の
動
き
に
言
っ
γ
崩
れ
差
出
げ
て
い
っ
た

Y

合
わ
せ
て
動
い
て
く
れ
る
よ
、
小
零
は
、
ど
ん
ど
ん
自
分
白
世
界
を

さ
く
な
っ
て
い
る
今
の
自
分
自
姿
広
げ
て
い
っ
て
く
れ
る
C
と
で
し

が
あ
る
が
ま
ま
由
毛
む
と
し
玄
認
ょ
う
。

軍
社
会
福
祉
へ
・
山
口
平
八

月
、
相
模
馬
子
同
日
千
円
、

世
間
一
一
一
千
内
、
平
塚
市
議
告

一
一
千
六
百
九
十
円
、
神
田
盆
苅
人
間

一
一
一
子
二
百
六
十
円
、
日
程
車
体
育

部
婦
人
白
つ
ど
い
一
一
万
三
臼
十

円
新
神
戸
品
川
資
源
嬰
百
三
千
肉
、

松
L

ク
丘
小
学
校
六
年
間
口
組
J
R
C

一
一
↑
千
六
百
局
、
神
田
小
事
概
六
年
一

組
一
間
一
一
千
五
自
丹
、
罵
鳥
八
開

四
千
円
、
千
野
敏
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一
千
円
、
特

急

電
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見
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活
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刀
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塚
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徳
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山

民

44勘
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高

、

主

今
年
ち
祉
会
教
育
問
胡
と
平
山
明
保
銭
円
MU
ア
ィ
1
パ
ザ

I

吋
一
万
一
一
平
八
月

所
共
同
躍
で
、
市
内
五
公
民
館
で
「
栄
計
一
十
一
一
一
円
、
吉
沼
山
手
主
ク
ラ
ブ
r

繋
教
室
」
を
関
〈
@
千
円
、
}
市
泊
四
こ
千
円
松
田
盛
一

章
由
主
主
T
1
5
、
霊
加
十
万
円
、
喜
重
四
万
七
主

主
食
品
等
の
と
白
す
ぎ
に
よ
る
、
賞
百
六
十
六
月
、
福
祉
会
館
内
吋
岡
山
剖

京
活
の
栄
養
的
ア
ン
パ
一
三
ン
ス
か
ら
一
周
五
千
六
百
志
向
、
ス
ナ
ッ
h

の
疾
持
?
防
夜
中
心
と
し
た
食
性
翁
コ
一
ノ
一
万
七
手
四
百
四
十
一
月
@

改
善
を
お
b
い
と
し
て
い
る
。
マ
老
人
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祉
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・
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五
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へ
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管
問
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自
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会
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一
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日
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9
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お
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日
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湾
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1
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内
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7
V
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通
滋
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<>巡慰包諜 5月19臼て土)10時 ~121時事患廷ゴ
ム社宅帯当濃部〈沼地l8:自治金〉・ 13時~15時高

村E主党主勝躍む"'パス停車司仁旭地区自治会)/ 5月26
B (土)1器時~l日時東海大学〈東海大学湘南校

舎品宵会)/5Jl27B (日)1部寺~1担時ちなむh

学校西門〈鴻地区自治会)/5月28B(月)10!曙

~12時横浜ゴム中E京湾 3ヱ湯・ 131時~15時横

浜エイロクイタプ〈韓)/6月初日〈臼)1官時~

151時富士見ぷ民館(，富士見地区自治会〉
叫ん、~ご協力島容がとうごgいました，、--日

総評俗学問監Eパイロ y ト支部 123本、平車三ライ

オンズク'5;/154:友、極洋平揖工場70:本、東洋軌

秘'27本

秋のを怒にまだ余務があワます。お早めに

お 申 し込みください@

く〉減数後濁料

，..轄婚式場……'..2.叙均fXl

官披露軍事住金縁日510，人以下…2.200F弓

邸入以下"2.改刃向

し32---c鵠5
，~~，若者総f詰鉱置月緩め親書罪認の主査請
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